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内
国
電
信
送
金
爲
替
取
引
契
約
の
法
律
的
性
質

梶

山

純

一
、
は

し

が

き

二
、
内
国
電
信
送
金
為
替
取
引

の
事
実
関
係

三
、
内
国

電
信
送
金
為
替
取
引
契
約

の
法
律

的
性
質

に
関
す

る
従
来

の
学
説
及
び

そ
の
枇
判

四
、
自

説

一

は

し

が

き

4

所
謂
内
国
為
替
取
引
契
約
の

]
種
で
あ
ろ
電
信
送
金
為
、替
取
引
契
約
に
つ
い
て
従
来

の
判
例
は
委
任
説
を
と
り
.
銀
行
実
務
界
で
も
こ

(
三
)

.

(
四
)

れ
に
賛
成
し
、

一
部
の
学
者
が
こ
れ
に
反
対
、
委
任
契
約
の
外
に
第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
が
附
款
す
う
も

の
で
あ
ろ
と
主
張
し
た
。

併
し
最
近
、
内
国
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約

へ以
下
内
国
電
信
送
金
契
約
と
略
す
)
。
の
法
律
的
性
質
に

つ
い
て
下
級
審
に
於

い
て
従

来

の
判
例
と
異

ろ
判
決

が
ド
さ
栂
W
俄
か
に
従
来
の
論
争
が
再
燃
す
ろ
に
至
つ
た
。

一
部
の
学
者
及
び
銀
行
界
に
於

い
て
、
当
該
判
決

の

不
当
を
声
を
大
に
し
て
唱

～
述

従
来
の
委
任
説
を
固
持
す
れ
ば
・
他
方
・

一
部
の
学
者
及
び
法
律
実
務
家
の
間
で
は
、
第

三
者
の
為
に
す

ろ
契
約
で
あ
ろ
と
の
見
解
を
支
持
し
、
新
判
決
を
支
持
す
う
に
至
つ
た
。

抑
々
、
電
信
送
金
契
約

の
法
律
的
性
質
に
関
し
て
は
、
大
体
①
委
任
説
、
②
委
任
契
約
を
基
本
行
為
と
し
た
第
三
者

の
為
に
す

ろ
契
約

説
、
③
委
任
説
と
指
図
と
が
並
存
す
ろ
指
図
説
、
の
三
つ
の
学
説

に
分
れ

ろ
。



こ
れ

等

の
三

つ

の
学

説

が
鼎

立
す

る
原
因

は

何

処

に
あ

る

で
あ

ろ

う

か

。

そ

れ

は
唯

一
つ

の
電

信

送
金

の
事

実

関

係

に

対

す

る
見
解

の
相

違

に

よ

ろ
も

の
で

あ

る
と

考

へ
ら

れ

ろ
。

も

と

よ

り

こ

の
様

な

電

信

送

金

取
引

は

実

際
取

引

界

に
於

い

て
発

生

、

生

長

し

て
来

た

も

の

で
あ

ろ
か

ら

所

謂
典

型
契

約

で
は

な

い
。

従

つ

て
事

実

関

係

の
認

識

に
差

異

が
あ

れ

ば

、

そ

の
結

果

そ

の
法

理

構

成

も

異

つ

て
来

る
事

は

当

然

で
あ

る

。

そ
れ

故

に

、
取

引

関

係

の
実

際

を

改

め

て
認

識

し

そ

の
土

に

法

理
構

成

を

な

す

事

こ

そ

、
上

述

の
様

な

学

説

の
対

立

を

解

消

す

る
唯

一

つ

の
方

法

で
あ

る
と

考

へ

ろ
。

そ

こ

で
、

以

下

先

づ

取

引

の

実

際
を

明

ら

か

に

し

、

次

い
で
、

そ

の
法

律

的
性

質

を
解

明

せ

ん
と

す

る
も

の

で
あ

る

。

(
一
)

内
国
為
替
取
引

の
外

に
外
国
為
替
取
引

に
於

て
も
使
用

さ
れ
る
が
そ

の
取
引

の
実
際

は
異
る
。

〈
二
)

大
審
院

、
大
正
九
年
九
月

二
十
九

日
第

一
民
事
部
判
決
、

大
審
院

判
例
集
第

一
巻
五
五
七
頁

、

我
妻

教
授

は

「
最
初

の
も

の
で
は
な

か
ろ
う

か
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(判
例
民
法
大
正
十

一
年
度
三
五
七
頁
)
。

(
三
)

妹
尾

一
雄

氏
銀
行
取
引
法
論

五
九
八
頁
、
小
野
正

一
氏

銀
行
取
引
法
概
論

一
七

一
頁
。

(
四
)

我
妻
栄
教
授
、
判

例
批

評
八

三
、
判
例
民
法
大
正
十

一
年

三
五
五
頁

(
五
)

東
京
地
方
裁

判
所
民
事
第

一
部
、
昭
和
二
十

八
年
九
月

七

日
判
決
、
下
級
裁
判
所
判
例
集
九

号

一
二
五
二
頁

、
東
京
高
等
裁
判
所
、
第

二
民

事
部

昭
和
二
十
九
年
九
月
十
七

日
判
決

、
高
等
裁

判
所
民
事
判
例
集
、
第
七
巻
下
、
六
七

八
頁
。

(
六
)

井

上
勝
馬
氏
、

「
電
信
送
金
契
約

の
性
質

に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
裁

判
官

の
妥
当
な
る
判
断
を
望
む
」
銀
行
法
務
第
十

九
号
二
頁

以
下
、
並
木

俊
守
助
教
授

「
電
信

送
金

の
法
律

的
性
質
」
、
金
融
法
務

事
情

四
十

二
号
四
頁

以
下

、

藤
林
益

三
氏

、
判
例
批
評
、
金
融
法
務
事
情
第
五
十

一
号

九
頁

、
水
野
淳

二
氏

、
「電
信
送

金
の
慣
習
を
述

べ
最
高
裁

に
望
む
」
、
バ

ン
キ

ン
グ
、
第

一
〇
〇

号
、

一
四
五
頁
以
下
。

(
七
)

住
吉
君
彦
氏
、
内
国
為

替
取
引
契
約

(
銀
行
実
務

の
法
律
知
識
)

二
八
〇
頁

、
柚
木
馨
著
債
権
各
論

(
契
約
総
論
)
現
代
法
学
全
書
二
〇
九
頁

我
妻

栄
著

債
権
各
論
上

巻

(
民
法
講
義
)

一
一
九
頁



二
、

内
国

電
信
送

金
為

替
取

引

の
事
実

関
係

銀
行
は
隔
地
者
聞
の
送
金
手
段
と
し
て
、
普
通
送
金
、
電
信
送
金
、
当
座
口
振
込
、
電
信
当
座
口
振
込
の
制
度
を
有
し
て
い
る
が
、
後

二
者
は
送
金
受
取
人
が
被
仕
向
銀
行
と
当
座
勘
定
取
引
が
あ
ろ
場
合
に
の
み
行
ぱ
れ

う
も
の
で
、
被
仕
向
銀

行
が
預
金

口
座
を
有
し
な

い

か
、
有
し
て
い
て
も
被
仕
向
銀
行
所
在
地
よ
り
遠
隔
の
地
に
於

い
て
資
金

の
需
用
を
要
す

ろ
者
に
は
こ
れ
を
利
用
す
ろ
事
が
出
来
な
い
。

従

つ
て
こ
の
場
合

に
は
送
金
小
切
手
を
利
用
す
ろ
普
通
送
金
に
よ
う
外
ぱ
な

い
が
、
普
通
送
金

の
場
合

で
は
取
組
後
送
金
小
切
手

の
郵

送
期
間

中
そ
の
資
金
を
手
に
入
れ
ろ
事
が
出
来
な

い
の
で
、
資
金

の
需
要
が
緊
迫
し
て
い
ろ
場
合
は
、
そ
の
需
要
に
応
す
ろ
事
が
出
来
な

い

。こ
の
様
な
火
急

の
資
金
需
要
に
応
す
ろ
為
に
生
ま
れ
た

の
が
電
信
送
金
制
農
で
あ
ろ
。

即
ち
電
信
送
金
で
は
従
来

の
送
金
手
段
た
ろ
小
切
手
に
か

へ
て
、
二
通
の
電
報
を
以
て
侍
間
的
空
間
的
障
害
を
克
服
せ
ん
と
し
た
の
で

あ
ろ
。

以
下
電
信
送
金
取
引
の
実
際
を
説
明
す
れ
ば
、

先
づ
電
信
送
金
取
組
依
頼
人

(送
金
人
と
簡
略
化
す
る
事
も
あ
ろ
)
は
仕
向
銀
行
に
対
し
て
電
信
送
金
取
紅
依
頼
書
に
よ
つ
て
送
金
を

委
託
し
、
銀
行
は
手
数
料
及
び
送
金
額

(為
替
代
り
金
と
称
す
る
)
を
受
取
り
、
送
金
を
受
託
す
う
と
同
時

に
、
送
金
人
に
対
し
て
電
信

送
金
取
組
受
取
証
を
交
付
し
、
電
信
送
金
取
組
手
続
の

一
部
と
し
て
、
依
頼
人
に
受
取
人
に
必
す
電
報
を
以

て
通
知
さ
せ
ろ
。

一
方
取
組
を
受
託
し
た
仕
向
銀
行
は
委
託
さ
れ
た
金
額
を
送
金
受
取
人
に
支
払
ふ
為
に
、
ω
自
店
向

の
場
合
は
、
自
己
の
本
店
或

い
は

支
店
に
対
し
、
電
報
、
直
通
.電
話
、
模
写
電
送
機

(
テ
レ
フ
ア
ツ
ク
ス
)
、
印
字
電
送
機

(テ

レ
タ
イ
プ
)
に
よ
つ
て
通
知
す

る
。

②
被
(三
)

仕
向
銀
行
が
他
店
で
あ
ろ
場
合
即
ち
他
店
向
の
場
合
は
電
信
為
替
取
引
契
約

の
内
容
に
従

つ
て
暗
号
電
報
を
打
電
し
支
払
を
委
託
す

る
。



す
る
と
、
被
仕
向
銀
行
で
ぱ
こ
の
暗
号
電
文
を
解
読
し
、
送
金
受
取
人
が
持
参
し
た
電
報
送
達
紙
記
載
の
金
額
と
照
合
し
、
そ
の
金
額

及
び
電
信
送
金
受
取
人
が

一
致
し
て
い
ろ
場
合
に
ぱ
、
そ
の
電
報
送
達
紙

の
所
持
人
に
対
し
て
、
正
当
な
所
持
人
と
看
徹
し
て
支
払

ふ
事

に
な
ろ
。
そ
し
て
被
仕
向
銀
行
は
、
支
払
い
に
よ
つ
て
免
責
さ
れ

ろ
事
に
な
ろ
。

被
仕
向
銀
行
が
支
払
い
を
な
し
た
後
に
於

い
て
、
そ

の
送
金
人
が
送
金
委
託
の
撤
回

(組
戻
し
の
表
現
を
用

い
ろ
)
を
な
す
事
が
出
来

な

い
の
は
当
然
で
あ
ろ
が
、
被
仕
向
銀
行
が
送
金
受
取
人
に
現
金
を
支
払
ふ
以
前

に
於

い
て
ば
、
例

へ
送
金
受
取
人
が
電
報
送
達
紙
持
参

の
上
支
払
請
求
を
し
て
も
、
送
金
人
か
ら

の
依
頼
に
ょ
つ
て
こ
れ
を
…撤
回
す
ろ
事
が
出
来

ろ
。
即
ち
被
仕
向
銀
行
ぱ
現
実

の
支
払
の
直
前

迄

は
仕
向
銀
行
か
ら

の
電
話
に
よ
つ
て
組
戻
し
に
応
す
ろ
の
が
取
引

の
実
際
で
あ
ろ
。

次
に
依
頼
人

(送
金
人
)
か
ら
の
電
報
送
達
紙
を
電
信
送
金
受
取
人
が
紛
失
す
ろ
場
含
が
あ
ろ
が
、
こ
の
場
合

は
受
取
人
か
ら
依
頼
人

を
介
し
て
正
式

の
支
払
停
止
を
行
ぱ
し
め
、
そ
の
上
受
取
人
宛

の
再
電
を
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
に
依
頼

し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
点
に
於
て
電
信
送
金
取
引
で
は
仕
向
銀
行
被
仕
向
銀
行
間

の
電
報
よ
り
も
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
と
、
電
信
送
金
受
取
人
間

の

電
報
を
重
視
し
て
い
ろ
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
様
に
送
金
人
受
取
人
間

の
電
報
を
重
視
す
ろ
理
由
ぱ
種

々
あ
ろ
と
考

へ
ら
れ
う
が
や
は
り
普
通
送
金

で
出
来
な
か
つ
た
時
間
空
間

の
超
克
を
電
報
に
よ
つ
て
な
し
と
げ
た
と

い
ふ
点
に
あ
ろ
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
ろ
。

換
言
す

う
な
ら
ば
、
そ
の
性
質
ぱ
全
く
異
に
す
う
も
の
で
あ
る
が
、
普
通
送
金
の
場
合

の
送
金
小
切
手
と
同
様
に
、
電
信
送
金
取
引

で

は
電
報
が
そ
の
本
質
を
な
す
も
の
で
、
電
信
送
金
の
電
信
送
金
た
ろ
所
以
は
こ
x
に
あ
ろ
と
考

へ
ら
れ
ろ
の
で
あ
ろ
。

従
つ
て
、
電
信
送
金
取
引
の
法
律
的
性
質
を
論
す

ろ
場
合
、
や
は
り

こ
の
電
報
送
達
紙
を
考
慮
に
入
れ
る
事
が
必
要

で
あ
り
、
そ
し
て

成

可
く
、
電
信
送
金
取
引
契
約
を
普
通
送
金
と
パ
ラ

レ
ル
に
法
理
構
成
す
ろ
事
が
内
国
為
替
取
引
制
度
全
体

の
法
的
解
明
に
資
す
る
事
に

な
ろ
の
で
ー5
な
い
か
と
考

へ
る
。



(
=

井

上
薫
著
、
内
国
為
替

一
一
五
頁

。

(
二
)

電
信
送
金
取
組
受
取
証
に
記
載
の
通
り

、
受
取

人
宛
に
例

へ
ば
、

「
O
O
銀
行
○
○
支
店

よ
り
○
○
円
取
れ
」
と
必
ず
電
報
を
打

つ
様
依
頼

人

を
指
導

す
る
。
井
上
薫
著
、
前
掲
書
、

一
二
五
頭
。

(
三
)

電
信
為

替
取
引
契
約

書
に
基

い
て
仕
向

に
際

し
て
目
行
制
定

分
の
暗
号

を
使
用
す

る
か
、
仕
向
被
仕
向
共

に
相
手

方
制

定
分
を
使
用
す
る
か
協

定
す

る
。

(
四
)

電
信
為

替
取

引
契
約
書

標
準
様
式

で
は
第

四
条

に
規
定

が
あ

る
。
井

上
薫
著
、
前
掲
著
二
〇
頁

、

二

二
九
頁

、
住
古

君
彦

氏
、
前
掲
書

、
二
六

六
頁

。

(
五
)

藤

沢
正
雄
氏
「
電
信
送
金
契
約
の
内
容
と
実
務
上
の
取
扱
要
領
」
、
金
融
法
務

事
情
第

四
十

号
四
頁
、
水
野
淳

二
氏
、
前
掲
論
文

、

一
七

一
頁

。

(
六
)

井

上
薫
著

、
前
掲
書
、

一
四
六
頁
、
支
払

の
停

止
な
る
言
葉

に
は
難
点

が
あ

る
が

(破
産
法

一
二
六
条

二
項
参
照
)
実
務
界

の
慣
用

に
従

つ
た

三

内

国

電

信

送

金

為

替

取

引

契

約

の

法

律

的

性

質

に

関

す

る

従

来

の

学

説

及

び

そ

の

批

判

.二

)

内
国
電
信
送
金
に
関
す

る
従
来

の
学
説
は
は
し
が
き
で
述
べ
た
様
に
三
つ
の
学
説
に
分
れ
ろ
。
即
ち
①
委
任
説
、
②
第
三
者

の
為
に
す

る
契
約
説
、
③
指
図
説

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
説

の
対
立
ぱ
主
と
し
て
電
信
送
金
取
引

の
事
実
関
係
に
関
す
ろ
認
識
の
相
異
と
取
引
関
係
者
間

の
利
益

の
調
和
を
如
何
に

認
め
る
か
に
ょ
つ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
個
々
の
学
説
は
取
引

の
実
際
を
如
何
に
認
識
し
、
如
何
な
る
法
的
構
造
を
有
し
て
い
ろ
と
解
し

て
い
る
か
と
見
う
に
、
先
づ

①

委
任
説
は
電
信
送
金
に
ぱ
、
イ
送
金
人
と
仕
向
銀
行
と
の
関
係
、
回
仕
向
銀
行
と
被
仕
向
銀
行
さ

の
関
係
、
の
被
仕
向
銀
行
と
電

信
送
金
受
取
人
と
の
関
係
が
あ
ろ
が
ω

の
場
合
の
関
係
は
.
委
任
契
約

で
あ
り
、
回
の
場
合
も
他
店
向
で
あ

る
場
合
は
委
任
契
約

が
あ
ろ



と
解
す
る
。

即
ち
電
信
送
金
の
取
引
に
は
四
当
事
者
が
関
係
し
右
に
述

べ
た
法
律
関
係
を
構
成
す
る
が
、
電
信
送
金
の
目
的
は
現
金
を
電
信
送
金
受

取
人
に
送
付
せ
ん
と
す
ろ
事
で
あ
る
が
故
に
、
先
づ
送
金
人
は
、
仕
向
銀
行
に
電
信
送
金
の
送
付
、
支
払

い
を
委
託
し
、
仕
向
銀
行
は
予

め
、
被
仕
向
銀
行
と
締
結
し
て
あ
ろ
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
に
基
い
て
、
送
金
人
に
対
し
て
有
す
ろ
委
任
義
務

の
履
行
と
し

て
、
被
仕

向
銀
行
に
電
信
送
金
支
払
を
委
託
す

ろ
の
で
あ
ろ
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
他
店
向

の
雷
信
送
金
の
場
合
は
電
信
送
金
人
と
仕
向
銀
行
と
の
間
に

一
箇

の
委
任
契
約
が
あ
り
、
そ
の
委
任
契
約
の
履
行
の
為

に
改
め
て
委
任
す

ろ
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
た
る
委
任
契
約
が
も
う

一
つ
存
在
す

う
と
解
し
、
自
店
向

の
場
合
は
送
金
人
、
仕
向
銀
行

間

の
一
箇

の
契
約

が
存
す

う
と
解
す

る
の
で
あ
ろ
。

こ
の
様
に
電
信
送
金
取
引
を

一
箇
若
し
く
ぱ
二
箇

の
委
任
契
約
か
ら
な
ろ
と
解
す
う
と
受
任
者
た

ろ
被
仕
向
銀
行
は
電
信
送
金
取
組
依

頼
人

(
こ
の
場
合

は
自
店
向

の
場
合
)
と
の
間
に
、
或

い
は
仕
向
銀
行

(
こ
の
場
合

ぱ
他
店
向

の
場
合
)
と

の
闇
に
受
任
義
務

が
あ
ろ
丈

で
、
電
信
送
金
受
取
人
と
の
間
に
ぱ
何
の
法
律
関
係
も
有
し
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
委
任
説
が
第

三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説
に
比
し
て
妥
当
な
ろ
事
を
主
張
す

ろ
根
拠
は
、

ω
被
仕
向
銀
行
が
電
信
送
金
受
取
人
か
ら
電
報
送
達
紙
を
呈
示
さ
れ
送
金
支
払
の
請
求
を
受
け
て
い
る
に
も
拘
ぱ
ら
す
、
電
信
送
金
取

組
依
頼
人

の
紳
戻
し
の
請
求
に
応
す

る
の
が
取
引

の
実
際
で
あ
る
が
、
委
任
説
を
と
れ
ば
被
仕
向
銀
行
と
電
信
送
金
受
取
人
は
何
等
の
法

律
関
係
も
有
し
な
い
の
で
、
当
然
な
事
と
し
て
説
明
出
来
る
。

②
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
は
、
電
信
送
金
受
取
人
に
、
迅
速
確
実
に
現
金
を
送
付
す
る
事
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
第

三
者

の
為
に
す

ろ
契
約
説
が
い
ふ
様
に
、
電
信
送
金
支
払
請
求
権
を
取
得
さ
せ
る
丈
で
は
足
り
す
、
被
仕
向
銀
行

が
直
接
現
金
を
受
取
八
に
渡

す
事
が
必
要

で
あ
る
。
従

つ
て
例

へ
被
仕
向
銀
行
が
事
前
に
電
信
送
金
受
取
人
に
反
対
債
権
を
有
し
て
い
て
も
、
こ
れ
と
相
殺
を
な
し
、



電
信
送
金
支
払
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
、
現
金
支
払

い
を
な
さ
な
い
で
済
ま
す
事
は
出
来
な

い
が
.
そ
の
点
も
、
電
信
送
金
取
引
契
約
を
委

任
と
解
す
る
な
ら
ば
、
被
仕
向
銀
行
、
電
信
送
金
受
取
人
の
間
に
は
何
等

の
法
律
関
係
も
な

い
の
で
あ
る
か
ら
相
殺
な
ど
は
も
と
よ
り
考

へ
ら
れ
な

い
。

③
、
叉
、
第
..一者

の
為
に
す
ろ
契
約
説
は
、
電
信
送
金
が
他
店
向
の
場
合
と
、
自
店
向
の
場
合
と
で
は
法
理
構
成
が
異

る
の
に
対
し
、

委
任
契
約
説
は
自
店
向
の
場
合
は

一
箇
、
他
店
向

の
場
合
は
二
箇
と
数
こ
そ
違

へ
、
共
に
委
任
契
約
で
あ
る
が
故
に
、
電
信
送
金
受
取
人

の
法
的
地
位
に
差
異
が
生
ぜ
す
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
意
思
に
合
致
す
る
。

即
ち
、
第
三
者
の
為
に
す
る
契
約
説
を
と
る
な
ら
ば
、
他
店
向

の
電
信
送
金
の
場
合
は
、
仕
向
銀
行
と
被
仕
向
銀
行
と
の
間
に
、
第
三

者

の
為
に
す
ろ
契
約
が
あ
り
、
所
謂
基
本
行
為
(
G
r
u
n
d
g
e
s
c
h
u
f
t
)

は
仕
向
銀
行
、
被
仕
向
銀
行
間
の
電
信
為
替
取
引
契
約
が
な
る
の
に

対
し
、

自
店
向
の
場
合
ぱ
、

電
信
送
金
取
組
依
頼
人
と
仕
向
銀
行
と
の
間
に

第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
が
あ
る
と
な
し
そ
の
基
本
行
為

(
G
r
u
n
d
g
e
s
c
h
u
f
t
)

は
取
組
依
頼
人
ま
仕
向
銀
行
間
の
委
任
契
約
が
な
る
の
で
あ

ろ
。
そ
し
て
他
店
向
の
電
信
送
金
の
場
合
は
、
電
信
送

金
取
組
依
頼
人
と
仕
向
銀
行
と

の
間
は
、
委
任
契
約
の
み
が
存
在
す

る
が
、
自
店
向
の
電
信
送
金
の
場
合
は
委
任
契
約
を
所
謂
基
本
契
約

(
G
r
u
n
d
g
e
s
c
h
u
f
t
)

と
し
て
、
電
信
送
金
受
取
人
を
受
益
者
と
す

ろ
所
謂
第

三
者
約
款

が
存
す

る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
死
亡
の
場
合
、
自
店
向
電
信
送
金
の
場
合
は
基
本
行
為

の
終
了
に
よ
つ
て
当
然
第
三
者
の
地
位

も
失
ば
れ
る
の
に
対
し
。
他
店
向
の
場
合

ば
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
死
亡
を
銀
行
が
知
つ
て
い
て
も
支
払

の
拒
絶
或

い
は
組
戻
し
を

な
す
必
要
が
な

い
の
が
慣
習
な

の
で
何
等
影
響
を
受
け
ぬ
事
と
な
る
。

こ
の
様
に
電
信
送
金
を
第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
と
見
ろ
説
は
送
金
受
取
人
の
地
位
に
差
異
を
齎
ら
し
、
当

然
、
電
信
送
金
人

の
意
思

に
4
合
致
し
な

い
の
で
こ
れ
を
と
る
事
は
出
来
な

い
。

右

の
三
点
を
見
れ
ば
、
所
謂
委
任
契
約
説
が
、
第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
説
に
比
し
て
,
取
引

の
実
際
に
即

し
て
妥
当
で
あ
る
様
に
考



へ
ら
れ
ろ
。
併
し

ω
、
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
を
委
任
契
約
と
見
う
な
ら
ば
、
共
処
に
は
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
独
自

の
法
理
構
成
は

少
し
も
見
出

す
事
ぱ
出
来
な

い
。

換
言
す
れ
ば
電
信
送
金
の
電
信
送
金
た
ろ
所
以
は
電
報
送
達
紙

に
あ
る
と
考

へ
る
が
、
委
任
説
で
は
電
報
送
達
紙
所
持
人

の
地
位
、
及

び
電
報
送
達
紙
の
性
質
に
つ
い
て
、
何
等
法
的
考
察
が
な
さ
れ

て
い
な

い
。

そ
の
点
、
委
任
説

で
ぱ
電
信
為
替
取
引
契
約
全
体
の
法
律
的
性
質
を
解
明
し
た
事
に
な
ら
ね
し

吻
叉
、
電
信
送
金
契
約
を
委
任
契
約

の
み
と
解
す
る
な
ら
ば
、
送
金
人
の
死
亡
は
、
電
信
送
金
の
手
続
中

止
或

い
は
組
戻
し
を
必
要
と

す

ろ
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
ろ
。

(民
法
六
五
三
条
)
。
併

し
実
務
家

の
見
解
に
ょ
れ
ば
仕
向
銀
行
が
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
死

亡
を
知
つ
て
い
て
も
そ
の
相
続
人

の
組
更
し
の
申
出
が
な

い
限
り
、
電
信
送
金
の
支
払

い
を
拒
絶
組
戻
す
必
要
が
な

い
と

い
う
見
解
を
と

つ
て
い
ろ
。

右
の
二
つ
の
理
論
的
欠
陥
に
よ
つ
て
私
は
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
を
委
任
説

で
説
明
す
る
事
は
不
充
分

で
あ
ろ
と
考

へ
る
。

然
ら
ば
、
近
時
有
力
説
と
な
う
に
至
つ
た
第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説

で
は
説
明
出
来
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

②

所
謂
、
第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
説
と
は
、
他
店
向

の
電
信
送
金
の
場
合
は
、
仕
向
銀
行
被
仕
向
銀
行

の
間

の
電
信
送
金
為
替
取

引
契
約
を
基
本
行
為
(
G
r
u
n
d
g
e
s
c
h
a
f
t
)

と
し
て
第
三
者
約
款
(
F
r
e
m
d
k
l
a
u
s
e
l
)

が
附
せ
ら
れ
ろ
の
に
対
し
、
自
店
向
の
場
合

ぱ
、
電

信
送
金
取
組
依
頼
人
と
仕
向
銀
行
の
閥
を
基
本
行
為
と
し
て
、
第
三
者
約
款

が
附
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
第
三
者
た
る
電
信
送
金
受
取
人
は

被

仕
向
銀
行
に
対
し
て
電
信
送
金
支
払
請
求
権
を
取
得
す
ろ
事
に
な
う
と
の
説
で
あ
ろ
。

こ
の
第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
説
を
積
極
的
に
・
主張
す

ろ
根
拠
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
。

ω

こ
れ
が
最
も
主
な
根
拠
で
あ
ろ
が
、
被
仕
向
銀
行
が
電
信
送
金
受
取
人
の
請
求
に
応
じ
て
支
払
を
な
さ
な
い
場
合

や
、
被
仕
向
銀
行



の
過
誤
払
い
が
あ
つ
た
場
合
電
信
送
金
に
よ
つ
て
最
も
利
益
を
受
け

ろ
電
信
送
金
受
取
人
に
債
務
不
履
行
に
厚
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
与

へ
な
い
な
ら
ば
、
電
信
送
金
受
取
人
ぱ
全
く
保
護
に
薄
く
、
電
信
送
金
為
替
取
引
制
度

の
信
用
を
高
め
ろ
所

以
で
は
な

い
と
解
す
ろ
点
で

あ
墾O

そ
し
て
、
第
三
者

の
為
に
す
ろ
契
約
に
は
第
三
者

の
受
益
の
意
思
表
示
を
必
要
と
し
な

い
故

(民
法

五
三
七
条
は
任
意
規
定
)
、

電
信
送
金
受
取
人
は
送

金
人
の
通
知

(電
報
)
が
あ
つ
た
時
、
当
然
に
権
利
を
取
得
す

う
も

の
で
あ
り
、

③
、
第
三
者
の
為
に
す

る
契
約
説
を
取
う
な
ら
ば
電
信
送
金
受
取
人
が
、

電
報
送
達
紙
を
被
仕
向
銀
行
に
呈
示
、

支
払
を
請
求
し
て

も
、
被
仕
向
銀
行
は
組
戻
す
事
が
出
来

ろ
取
引
の
実
際
と
乖
離
す
う
と
非
難
す

う
が
、
併
し
受
益

の
意
思

表
示
を
し
た
以
ヒ
、
第

三
者
の

権
利
が
絶
対
奪
は
れ
ろ
事
が
な
い

(民
法
五
三
八
条
)
と

い
う
事
は
た
く
、
例

ハ、
ば
他
人
の
為
に
す

ろ
生
命
保
険
契
約
に
於
て
は
、
保
険
契

約
者
は
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
権
利
を
留
保
す
ろ
事
が
出
来

ろ

へ商
法
六
七
五
条

一
項
但
書
、
旧
商
法
四
二
八
条
の
二
、
第

一
項
但
書
)
、

点
、
第
三
者

の
為
に
す
る
契
約
説
を
と
つ
て
も
、
取
引
の
実
際
と
矛
盾
す

ろ
事
な
く
説
明
出
来

ろ
。

団

叉
第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説
を
と
ろ
な
ら
ば
被
仕
向
銀
行
が
相
殺
適
状
に
あ
ろ
反
対
債
権
を
有
し

て
い
ろ
場
合
相
殺
が
可
能
と

な
り
、
金
銭
の
送
付
と

い
う
月
的
を
有
す
ろ
電
信
送
金
の
本
質
に
反
す
ろ
の
で
は
な

い
か
と
非
難
も
あ
ろ
が
、
電
信
送
金
契
約
の
基
本
契

約
自
体
が
金
銭
の
引
渡
を
内
容
と
す
ろ
故
、
第
.二
者
約
款
も
当
然
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
う
と
考

へ
ら
れ
ろ
故
、

こ
の
攻
撃
は
当
ら
な

い
。
と

第

三
者
の
為
に
す

ろ
契
約
説
を
主
張
す
ろ
論
者
は
以
上
四
点
を
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
う
が
右
の
主
張
に
も
次
の
様
な
難
点
を
含
ん
で

い
ろ
。
即
.φり
、

田

第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説
は
そ
の
主
張
根
拠
の
第

一
点
と
し
て
、
第
三
者
に
請
求
権
を
取
得
さ
せ
ね
ば
、
電
信
送
金
受
取
人
の

保
護
に
薄
く
、
ぴ

い
て
は
、
電
信
送
金
鯛
皮
そ
れ
自
体
の
信
頼
に
欠
け
う
と
主
張
す
る
が
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
及
び
、
仕
向
銀
行
の

意
思
は
、
第
三
者
に
権
利
を
取
得
さ
せ
ろ
意
思

で
は
な
い
の
に
拘
は
ら
す
、
か

x
ろ
意
思
を
無
視
し
て
単
に
電
信
送
金
受
取
人
の
保
護
及



び
電
信
送
金
取
引
制
度
の
信
用
維
持
の
為
に
、
第
三
者
の
権
利
取
得
を
認
め
る
事
ぱ
取
引
の
実
際
か
ら
乖
離
し
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ

ろ
。
そ
し
て
そ
の
事
実
に
即
し
な
い
点
は

「
電
信
送
金
の
組
戻
し
は
、
第

三
者

の
受
益
の
意
思
表
示
後

は
出
来
す
、
受
取
人
、
送

金
依
頼

人
の
当
事
者

の
決
済
に
任
せ
ろ
」
と
い
ふ
点
に
於
て
著
し
い
。

囲

叉
、
次
に
第
三
者
ぱ
基
本
行
為
が
あ
れ
ば
当
然
権
利
を
、
取
得
す

う
と
主
張
す
る
が
、
基
本
行
為
た

ろ
委
任
行
為
に
、
第
三
者
約

款
が
つ
い
て
い
う
と

い
う
事
自
体
が
電
信
送
金
取
引
当
.事
者

の
意
思
を
無
視
し
た
独
断
的
理
論

で
あ
る
点
で
賛
成
出
来
な
い
し
、

③

第
三
者
の
為
に
す
る
契
約
説
を
取
つ
て
も
組
戻
し
に
応
す
る
事
が
出
来

る
点
の
論
拠
と
し
て
旧
商
法

四
二
八
条

の
二
、
第

一
項
但

書

(商
法
六
七
五
条

一
項
相
書
)
の
規
定
を
挙
げ
う
が
、

こ
の
規
定
は
ω
生
命
保
険
契
約
に
於

い
て
保
険
期
間

が
長
期
に
わ
た
り
、
契
約
当

初
に
於
け
る
、
諸
事
情
の
変
動
が
生
じ
、
保
険
契
約
者
が
改
め
て
保
険
会
受
取
人
を
変
更
す

る
事
を
欲
す
ろ
様
な
事
情
が
生
じ
た
場
合

に

保
険
者
は
何
人
に
支
払
ふ
か
に
つ
い
て
余
り
重
要
な
利
害
関
係
を
有
し
な
い
の
が
通
常

で
あ
ろ
が
故
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

①
叉
こ
の
規
定
ぱ
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
権
を
留
保
し
て
い
ろ
場
合

で
あ
つ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
保
険
金
受
取
人
は
最
終
的
具
体
的

に
ぱ
、
未
確
定
で
あ
る
が
、

抽
象
的
に
ぱ

↓
応
保
険
金
請
求
権
が
確
定
し
て
い
ろ
場
合

で
あ
ろ
の
に
対
し
、

雷
信
送
金
組
戻
し
の
場
合

ぱ
、
電
信
送
金
取
引
契
約
の
撤
回
を
目
指
し
、
契
約
そ
の
も
の
の
解
消
を
目
的
と
す
ろ
点
に
於

い
て
大
な
ろ
差
異
が
あ
る
。
要
す

う
に
保

険
の
場
合
は
或
る
保
険
金
受
取
人
が
そ
の
地
位
を
奪
は
れ
、
他
の
者
が
新
た
に
保
険
金
受
取
人
に
な
う
に
過

ぎ
な

い
の
に
対
し
、
紅
戻
し

は
契
約
そ
の
も
の
の
撤
回
を
求
め
ろ
点
に
於

い
て
異

つ
て
い
ろ
。

右
に
挙
げ
た
三
つ
の
理
論
的
欠
陥

の
外
に
、
委
任
説
が
そ
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
挙
げ
ろ
③
の
理
由
も
こ
の
第
三
者
の
為
に
す

ろ
契
約

説
の
理
論
的
欠
陥
と
な
ろ
。
こ
の
様
に
第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説
に
前
述
の
委
任
説
に
比
し
て
極
め
て
欠
陥

が
多
い
き

い
わ
ね
ば
な
ら

な

い
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
近
時
学
説
、
及
び
判
例
が
、
第
三
者
の
為
に
す
る
契
約
説
を
支
持
す
る
に
至
つ
た
埋
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
?

そ
れ
ば
結
論
的
に
見
れ
ば
誤

つ
た
と
し
て
も
、



①

電
信
送
金
受
取
人
の
法
律
的
地
位
を
認
め
、
そ
し
て
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
意
思
に
合
致
し
た
法
理
構
成
を
取
ら
ん
と
し
た

点
と吻

右
と
関
連
し
て
霞
報
送
達
紙
に
そ
の
法
律
的
意
義
を
見
出
さ
ん
と
し
た
点
で
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
第
三
者
の
為

に
す
ろ
契
約
説
が
、
電
信
送
金
受
取
人
の
法
律
的
地
位
と
電
執
送
達
紙

の
法
律
附
意
義
を
.
明
ら
か

に
せ
ん
と
し
た
点
に
そ
の
功
績
が
あ
ろ
と

い
は
ね
ぼ
な
ら
な

い
。

そ
こ
で
電
信
送
金
取
引
の
実
際
き
合
致
し
、
而
も
電
信
送
金
受
取
人
の
法
律
的
地
位
を
正
当
に
評
価
し
た
も
の
と
し
て
、
第
三
の
説
、

指
図
説
が
現
は
れ
ろ
。

㈲

指
図
説
と
は
従
来
の
指
図
説
に
よ
れ
ば
、

電
信
送

金
取
組
依
頼
人
と

仕
向
銀
行
の
問
に
は

電
信
送
金
の
支
払
の
委
任
契
約
が
あ
る

が
、
仕
向
銀
行
は
、
そ
の
委
任
契
約
の
義
務
履
行
と
し

て
、

被
仕
向
銀
行
宛
に
委
任
契
約
の
内
容
に
従

つ
た
指
図
(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)

を
な

す
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
。

こ
の
指
図

(独
民
七
八
四
条
以
下
)
が
な
さ
れ
う
な
ら
ば
、
一
方
被
仕
向
銀
行
に
は
仕
向
銀
行
の
計
算
に
於
、
て
、
而
も
被
仕
向
銀
行

の
名

て
支
払
を
な
す
権
限
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

が
与

へ
ち
れ
、
他
万
電
信
送
金
受
取
人
に
於

い
て
も
、
受
取
人
の
名

で
支
払
を
詩
求
し
得

る
権

限
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

が
与

へ
ら
れ
ろ
の
で
あ
ろ
。

こ
の
授
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

ぱ
権
限

の
み
を
有
し
義
務
を
伴
ぱ
な
い
が
故
に
、
指
図
説
を
と
れ
ば
、
前

述
し
た
委
任
説
及
び
第

三
者

の
為
に
す

る
契
約
説
に
指
適
し
た

理
論
的
欠
陥
を
補
ふ
事
が
出
来

ろ
。

即
ち
、

①
電
信
送
金
受
取
人
の
権
限
ぱ
委
任
説

で
は
認
め
ら
れ

す
、
第
三
者
の
為
に
す
ろ
契
約
説
で
ぱ
請
求
権
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
際
と
は
乖
離
し
た
も

の
と
な

る
が
故
に
、
受
領
し

得
ろ
権
限
を
電
信
送
金
受
取
人
に
与

へ
、
他
方
被
仕
向
銀
行
に
支
払
を
な
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
事
な

い
授
権
を
与

へ
る
ガ
故
に
指
図
説

に
よ
つ
て
最
も
実
際
に
即

し
て
説
明
が
出
来
う
と
考

へ
ら
れ
る
。



②

そ
し
て
指
図
説
を
と
ろ
な
ら
ば
、
被
仕
向
銀
行
は
電
信
送

金
を
支
払
ふ
権
限
を
授
権

さ
れ
た
が
、
義
務
は
な
い
故
、
他
方
、
電
信

送
金
受
取
人
は
権
限
ぱ
授
権
さ
れ
た
が
,
請
求
権

は
な
い
の
で
、
前
述
に
於

い
て
問
題
に
な
つ
た
、
電
信
送
金
受
取
人
の
電
報
送
達
状
の

呈
示
が
あ
つ
て
も
、
組
戻
す
事
が
出
来
ろ
取
引
の
実
際
を
矛
盾
な
く
説
明
出
来

③

叉
、
而
も
電
信
送
金
受
取
人
が
有
す
ろ
地
位
は
単
に
授
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

で
あ
つ
て
、
債
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で

例

へ
被
仕
向
銀
行
が
相
殺
適
状
に
あ
ろ
反
対
債
権
を
送
金
受
取
人
に
対
し
て
有
し
て
い
て
も
、
受
働
債
権
と

い
う
も
の
慮
な

い
の
で
相
殺

が
出
来
な
い
の
ぱ
当
然
で
あ
ろ
。

右
の
如
く
指
図
説
に
よ
れ
ば
、

従
来
の
論
争
点
に
つ
い
て
も
、

実
際
と
矛
盾
な
く
説
明
出
来
う
が
、

次

の
点
に
於
て
従
来
の
指
図
説

は
、
取
引
の
実
際
に
却
さ
な

い
点
が
あ
ろ
と
考

へ
ろ
。
即
ち
、

田

従
来
の
指
図
説
を
と
ろ
な
ら
ば
、
仕
向
銀
行
が
被
仕
向
銀
行
に
対
し
て
、
指
図
を
な
す
と
説
く
が
、
送
金
の
意
思
は
、
常
に
電
信

送
金
取
組
人
が
有
し
、
仕
向
銀
行
は
、
単
に
受
任
義
務
の
履
行
の
意
思
を
以
て
、
被
仕
向
銀
行
に
対
し
、
支

払
委
託
を
な
す
丈
で
あ
り
。

閻

電
信
送
金
受
取
人
は
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
か
ら
、
雷
報

を
受
け
取
ろ
の
で
あ
つ
て
決
し
て
仕
向

銀
行
か
ら
、
こ
れ
を
受
取

う

も
の
で
は
な

い
。

と

い
う
点
で
あ
ろ
。

(
一
)

委
任
説
な
る
呼
称
は
、
従
来
の
学
説
、
実
務
家
の
呼
称
を
踏
襲
し
て
便
宜
的
に
用
い
た
も
の
で
あ
つ
て
、
実
際
は
法
律
行
為
の
委
託
で
は
な
い

の
で
準
委
任
と
解
す
べ
き
で
あ
る

(民
法
六
五
六
条
)。

(二
)

指
図
説
も
従
来
の
呼
称
の
踏
襲
で
あ
つ
て
、
実
際
は
、
原
因
関
係
に
於
い
て
委
任
、
無
因
行
為
と
し
て
指
図
が
並
存
す
る
。

(三
)

厳
密
に
は
電
信
為
替
取
引
契
約
が
委
任
契
約
で
あ
つ
て
個
々
の
委
託
行
為
に
委
任
契
約
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

(四
)

昭
和
二
十
九
年
東
京
高
裁
判
決
高
等
裁
判
所
民
事
判
例
集
第
七
巻
下
、
六
七
八
頁
、
昭
和
二
十
八
年
、
東
京
地
裁
判
決
、
下
級
裁
判
所
判
例
集

九
号

一
二
五
二
頁
。



我
妻

教
授
前
掲
判
例
批
評
、
判
例
民
法

(
大
正
十

一
年
度
)

三
五
四
頁
、

田
山

(
誠

二
)
教
授
銀
行
法

、
六
九
頁

民
法
六
五
三
条
、
註

七
参
照

小
切
手
振

出
人

の
死
亡

の
場
合

は
当
座
勘
定
契

約
が
消
滅
す

る
の
で
、
生
前
振
出

の
小
切
手
も
支
払
を
拒
絶
す

る
事
と
比
較
対
照
す
れ
ば
興
味

あ

る
問
題

で
あ

る
。

前
掲
高
裁
判
決
、
高

等
裁
判
所
民
事
判
例
集
第
七
巻
下
、
六
八
〇
頁
、

住
吉
君
彦
氏
、
「
内
国
為
替
取
引
契
約
」
銀
行
実
務
の
法
律
知
識
二
七

九
頁
。
我
妻

教
授

前
掲
書

三
五
七
頁

我
妻

教
授

前
掲

書

三
五
八
頁

我
妻

教
授
前
掲
書

三
五
九
頁

前
掲
高

裁
判
決
、
前
掲
判

例
集
六
八

一
頁

大

森
忠
夫

著

保
険
法

へ法
律
学

全
集

)

二
七

二
頁

田
中
誠

二
著

前
掲
書
六
九
頁

私
も

こ
＼
で
は
ド

イ
ツ
の
通
説

に
従

つ
て
二
重
授
権

説
を
取

る
。
例

へ
ば

授
権

の
概
念

に

つ
い
て
は
、
伊
沢
教
授
、
指
図

の
本
質

(
二

・
完
)
法
学
協
会
雑
誌
四
十

九
巻
上
、
九

七
九
頁

。
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四

自

説

従
来

の
指
図
説
の
批
判
の
点
で
述
べ
た
様
に
、

仕
向
銀
行
が
、
被
仕
向
銀
行
に
対
し
て
指
図
(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)

を
な
す
と
解
す

る
な
ら

ば
、
ω
電
信
送
金

の
意
思
は
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
に
あ
る
と

い
う
点
と
、

②
電
信
送
金
受
取
人
に
対
す
ろ
授
権
(
E
r
m
i
i
c
h
t
i
g
u
n
g
)

の

意
思
表
示
を
伝
達
す
る
も

の
で
あ
ろ
電
報
は
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
が
打
電
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
背
反
ず
る
も
の
で
あ
る
。

従
つ
て
私
ぱ
、

電
信
送
金
取
組
依
頼
人
が
指
図
(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)

を
な
す
の
で
あ

ろ
と
解
す
る
。

即
ち
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
は

一
方

に
於

い
て
仕
向
銀
行
に
対
し
て
自
己
の
名
を
以
て
依
頼
人
の
計
算
で
支
払
い
を
な
す
事
を
得
る
権
限
(
E
r
m
a
c
h
t
i
n
g
n
)

を
授
権
し
、

他

方
に
於

い
て
電
信
送
金
受
取
人
に
自
己
の
名
に
於

い
て
支
払
い
を
受
け
る
権
限
を
授
権
す
る
の
で
あ
る
と
解
す
る
。

そ
し
て
自
店
向
の
場
合
ぱ
仕
向
銀
行
、
被
仕
向
銀
行
は
同

一
銀
行
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
支
払
委
託
は
内
部
事
務
処
理
の
問
題
ま
な
り

所
謂
仕
向
銀
行
被
仕
向
銀
行
も
北
、に
被
指
図
人
(
A
n
g
e
w
i
e
s
e
n
e
)

た
る
地
位
を
有
す
ろ
の
に
対
し
、

他
店
向
の
場
合
は
仕
向
銀
行
、

被

仕
向
銀
行
ば
別
個
の
法
人
格
を
有
す
る
銀
行
の
本
店
或

い
は
支
店
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
は
別
に
電
信
為
替
取
引
契
約
が
あ
る
の
で
、
被

指
図
人
(
A
n
g
e
w
i
e
s
e
n
e
)

は
仕
向
銀
行

の
本
支
店
だ
け
と
な
り
、
被
仕
向
銀
行

の
法
律
的
地
位
は
無
視
せ
ら
れ

ろ
お
そ
れ
が
あ
ろ
が
、
仕

向
銀
行
被
仕
向
銀
行
間

の
電
信
為
替
取
引
契
約
が
委
任
た

る
性
質
を
有
す
る
の
で
、
被
指
図
人
の
有
す

る
授
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

を
当

然
白
己
の
名
を
以
て
行
使
す

る
事
が
出
来
ろ
き
解
す
ろ
。

こ
の
様
に
解
す

る
な
ら
ば
、
仕
向
銀
行
が
原
因
関
係
に
於

い
て
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
と
の
間
に
委
託
関
係
を
有
し
な
が
ら
、
而
も
同

二

'
一
)

時
に
抽
象
的
(
a
l
s
t
r
r
a
k
t
)

な
指
図
を
受
け
乍
ら
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
に
被
仕
向
銀
行
を
指
定
し
、

電
報

の
打
電
を
指
導
す
ろ
実
際
と

良
く

一
致
し
て
説
明
出
来
ろ
事
に
な
ろ
。

換
言
す

う
な
ら
ば
被
仕
向
銀
行
は
受
任
者

の
地
位
に
あ
り
、
そ
の
委
任
義
務
の
履
行
と
し
て
仕
向
銀
行

の
有
す
ろ
授
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g



u
n
g

)
の
内
容
を
実
現
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
取
引
全
体
の
事
実
関
係
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

仕
向
銀
行
、
被
仕
向
銀
行
は
代

理
の
関
係
に
は
な

い
の
で
、
事
実
に
即
し
て
四
当
事
者
の
法
律
関
係
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
仕
向
銀
行
と
被
仕
向
銀
行
は
為
替
交
換
決

済
制
度
に
よ
つ
て
為
替
貸
借
を
決
済
す
ろ
仕
組
み
に
な
つ
て
い
ろ
の
で
、
内
部
関
係
類
似
の
関
係
と
見
て
差
支

へ
な

い
と
考

ヘ
ス
ー。

右
の
様
に
電
信
送
金
為
替
取
引
契
約
の
法
律
的
性
質
を

電
信
送
金
取
紐
依
頼
人
か
ら
、
仕
向
銀
行
に
対
す

る
指
図
(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)

と

解
す

る
な
ら
ば
、

ω

被
仕
向
銀
行
が
他
店
で
あ
ろ
と
、
白
店
で
あ
ろ
と
に
拘
ぱ
ら
す
、
兎
に
角
そ
の
点
に
関
係
な
く
電
信
送
金
受
取
人
に
現
金
を
送
附

せ
ん
と
す
ろ
送
金
人
の
意
思
に
合
致
し
、

図

叉
、
被
仕
向
銀
行
が
他
店
の
場
合
も
、
白
店

の
場
合
も
、
共
に
統

一
し
た
理
論

で
説
明
を
な
す
事
が
出
来

③

そ
し
て
、
電
信
送
金
受
取
人
の
地
位
を
正
当
に
評
価
し
位
置
づ
け
得
た
も
の
と
考

へ
る
。

そ
の
指
図
説
の
効
果
と
し
て
従
来
争
点
と
な
つ
た
次
の
箇
所
も
実
際
に
即
し
て
説
明
出
来
る
事
に
な
る
。
即
ち
、

ω

取
引
の
実
際

で
は
、
電
信
送
金
受
取
入
が
電
報
送
達
紙
を
持
参
し
て
請
求

の
意
思
表
示
を
な
し
て
も
被
仕
向
銀
行
は
、
電
信
送
金

取
組
依
頼
人
の
組
戻
し
に
応
じ
て
支
払
を
拒
絶
す
ろ
事
が
出
来

る
が
、

そ
れ
は
電
信
送
金
受
取
人
が
、
受
領

の
権
限
(
E
r
m
a
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

を
有
す
ろ
丈
で
支
払
請
求
権
を
有
さ
な
い
の
で
、
被
仕
向
銀
行
は
何
等
義
務
違
反
に
問
は
れ
る
事
な
く
拒
絶

す
る
事
が
出
来
ろ
の
で
あ
り

被
仕
向
銀
行
は
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
の
計
算

で
支
払

い
を
な
す
権
限
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

が
あ
ろ
丈
で
義
務
は
な

い
の
で
あ

ろ
か
ら
当

然
で
あ
る
。

働

叉
取
引
の
実
際
で
は
電
信
送
金
の
日
的
が
電
信
送
金
受
取
人
に
対
し
て
現
金
の
送
付
を
目
的
と
し
て

い
ろ
の
で
あ
る
か
ら
例

へ
被

仕
向
銀
行
が
電
信
送
金
受
取
人
に
対
し
て
相
殺
適
状
の
債
権
を
有
し
て
い
て
も
こ
れ
を
相
殺
す
る
事
は
出
来

な
い
と
す
ろ
が
、
指
図
説
を

と
れ
ば
、
電
信
送
金
受
取
人
の
地
位
は
権
限
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

を
有
す

ろ
丈
で
、
支
払
請
求
権
を
有
し
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
換
言
す

れ
ば
、
授
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

ぱ
受
働
債
権
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
相
殺
が
出
来
な

い
事
は
当
然
で
あ
ろ
。



③

叉
、
取
引
の
実
際
で
は
、
電
信
送
金
入
が
送
金
の
途
中
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
死
亡
を
仕
向
銀
行
が
知
つ
て
い
た
と
し
て
も
、
支

払
の
中
止
、
或

い
は
組
戻
し
を
す
ろ
事
な
く
、
有
効
に
支
払
い
得

る
と
解

し
て
い
ち
が
、
指
図

は
、
指
図

の
関
係
当
事

者
の
死
亡
に
よ
つ
て
消
滅
す
ろ
事
は
な

い
故
、

(独
民
七
九

一
条
)
こ
の
場
合
も
指
図
人
の
死
亡
に
よ
つ
て
影
響
を
受
け
ろ
事
が
な

い
の
で

授
権

の
行
使
が
出
来
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
従
つ
て
被
仕
向
銀
行

の
電
信
送
金
の
支
払

い
ば
有
効
な
の
で
あ
ろ
。

凶

叉
取
引
の
実
際
で
は
、
電
信
送
金
受
取
人
が
、
電
報
送
達
紙
を
喪
失
し
た
場
合
ぱ
、
送
金
人
に
再
電
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
電
報
送
達
紙
を
授
権
の
意
思
表
示
が
記
載
し
て
あ
ろ
手
段
ま
見
う
か
ら
で
あ
り
、
被
仕
向
銀
行
が
こ
の
電
報
送

達
紙
の
持
参
人
を
正
当
な
授
権
者
と
し
て
支
払
を
な
し
免
責
さ
れ
う
さ
す

ろ
の
は
、
こ
の
電
報
送
達
紙
が
授
権
の
意
思
表
示
を
記
載
し
た

唯

一
の
も
の
と
見
る
か
ら
で
あ
ろ
。
従
つ
て
こ
の
電
報
送
達
紙
は
資
格
証
券
性
を
持

つ
て
い
う
と
私
は
解
す

う
も
の
で
あ
ろ
。

以
上
述

べ
て
来
た
点
か
ら
私
ぱ
電
信
送
金
の
法
律
的
性
質
は
、
電
信
送
金
取
組
依
頼
人
が
仕
向
銀
行
及
び
電
信
送

金
受
取
人
に
対
し
て

な
す
指
図

と
委
任
契
約
と
の
並
存
で
あ
ろ
と
解
す

ろ
。

フ
ラ

ン
ス
民
法
に
も
指

図

な
る
制
度

が
あ

る
が
指
図

受
取

人

が

常

に
訴
権

を

指

図

人

及
び
被
指
図

人

に
対
し

て
有
す
る
点
に
於

い
て
本
質
的

に
異
る

、

為
替
交
換

決
済

は
日
銀

の
本
支
店
を
統
轄
決
済
店
、
決
済

店
と
し

て
、
為

替
交
換

決
済
預

け
金

口
座

の
振

替

で
な

さ
れ
る
が
、
そ

の
法
律
的
性

質
を
G
i
r
o
v
e
r
e
h
r

訂

の
様
に

『
事
務
処
理

を
目
的
と
す

る

雇
傭
契
約

」

と
解
す
ろ
事
は
出

(
最
後

に
取

引
の
実
際

に

つ
い
て

は
日
本
勧
業
銀
行
調
査
部
の
伊
藤

宏
氏
に
多
く

の
点
を
教
示
載

い
た
事
を
附
記
し
、
感
謝
の
意
を
表

し
度
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